
さ
ん
が
書
か
れ
た
時
代
を
考
え
る
と
、
今

よ
り
相
当
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ

う
な
と
。
当
時
か
ら
、
そ
の
苦
し
さ
、
女
性

な
ら
で
は
の
感
情
を
抱
い
て
い
た
人
た
ち

が
い
た
ん
だ
な
と
も
感
じ
ま
し
た
。

森
　
私
は
逆
に
、
方
言
と
聞
い
て
た
か
ら
、

め
っ
ち
ゃ
構
え
て
読
ん
だ
ら
意
外
と
す
る
す

る
入
っ
て
き
て
。
方
言
で
も
言
葉
の
意
味
が

な
ん
と
な
く
わ
か
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で〝
信
じ
る
〟っ
て
何
だ
ろ
う
と
。

全
部
読
み
終
わ
っ
て
、
伊
佐
さ
ん
の
悲
劇
が

あ
っ
た
後
に
、お
め
ぐ
り
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

出
て
き
て
、そ
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
す
の

が
ち
ょ
っ
と
怖
く
感
じ
た
。
で
も
、
今
も
こ

う
い
う
世
界
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
。
知
っ
て

る
か
ら
幸
せ
。
知
ら
な
い
か
ら
幸
せ
…
…
。

何
が
幸
せ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
。

杉
宮
　
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
あ
っ
て
、
皆
が
情
報

を
共
有
し
て
る
中
で
、
そ
れ
で
も
信
じ
る
力

が
あ
る
、
信
仰
し
た
い
も
の
が
あ
る
、
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
な
の
か
。
今
も
ま
だ

掴
み
き
れ
て
な
い
け
ど
、こ
の
作
品
と
役
を

通
し
て
理
解
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

鈴
木
　
私
は
台
本
を
読
ん
で
、
逆
に
宗
教
と

い
う
か
、
噂
話
み
た
い
な
も
の
か
ら
派
生

し
た
伝
承
が
こ
ん
な
に
大
き
な
話
に
な
っ

ち
ゃ
う
力
の
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。
で
も
そ

こ
に
縋
ら
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
人
た

ち
も
い
て
、
そ
れ
に
助
け
ら
れ
て
る
人
も

い
る
と
思
っ
た
ら
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
よ
ね
。

杉
宮
　
最
初
に
誰
か
が
発
し
た
言
葉
が
、
受

け
と
る
側
が
生
き
や
す
い
よ
う
に
、
少
し
ず

つ
歪
曲
さ
れ
て
、変
わ
っ
て
い
く
。
そ
う
い

●本公演・地方公演『かさぶた式部考 』　
　座談会｜信じることと生きること……………1 〜3
　　 越塚 学×杉宮匡紀×鈴木結里×森 寧々×成田次郎

　公演情報 ………………………………………… 4

●『Fefu and Her Friends』座内合評会―高橋ひろし… 5

●鼎談｜ 「旅することばの劇場」という試み … 6 〜7
　　 鵜山仁×山本郁子×前田麻登

●アトリエ短信………………………………………8

◉ 

戯
曲
を
読
ん
だ
印
象

―
―『
か
さ
ぶ
た
式
部
考
』の
初
日
ま
で
約

一
か
月
。
座
組
の
若
手
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戯
曲
を
最
初
に
読

ん
だ
と
き
の
印
象
か
ら
伺
え
ま
す
か
？

越
塚
　
台
本
を
開
い
て
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、

ま
ず
方
言
で
す
ね
。
九
州
の
方
言
が
脳
内

に
流
れ
込
ん
で
き
て
、
正
直
、
最
初
は
理
解

し
に
く
か
っ
た
ん
で
す
。
二
回
目
、
三
回

目
で
し
っ
か
り
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
け
ど
。

杉
宮
　
方
言
に
つ
い
て
は
僕
も
同
じ
で
す
。

た
だ
、
ち
ょ
う
ど
僕
自
身
が
宗
教
に
興
味
が

あ
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
、
信

者
の
人
た
ち
の
言
葉
の
解
像
度
の
高
さ
は

す
ご
く
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。

成
田
　
僕
は
宮
崎
出
身
な
の
で
、
方
言
で

引
っ
か
か
る
こ
と
は
な
く
て
。
馴
染
み
の

あ
る
言
葉
だ
な
と
。
で
も
「
い
つ
の
時
代
の

ど
う
い
う
話
な
ん
だ
、
こ
れ
は
。
怖
い
」
と

い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
し
た
。

越
塚
　
宮
崎
と
は
い
え
、
読
む
と
き
の
感
覚

は
そ
れ
な
り
に
違
っ
た
の
か
な
。

成
田
　
い
や
、
違
わ
な
い
で
す
ね
。
お
婆

ち
ゃ
ん
と
か
お
爺
ち
ゃ
ん
の
言
葉
遣
い
み

た
い
な
。
語
尾
の
感
じ
と
か
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
違
う
ん
で
す
け
ど
、
文
字
自
体
を
読
ん
で

る
感
覚
は
一
緒
で
す
ね
。

鈴
木
　
私
も
『
マ
ニ
ラ
瑞
穂
記
』（
秋
元
松

代
作
、
松
本
祐
子
演
出
）
を
や
っ
た
の
で
、

言
葉
に
関
し
て
は
語
尾
と
か
が
似
て
る
な

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
作
品
と
し
て
は
女

性
が
強
い
。
現
代
の
私
が
読
ん
で
も
こ
れ

だ
け
女
性
の
強
さ
を
感
じ
る
の
に
、
秋
元

I座談会 I　信じることと生きること

演
技
部 

成
田
次
郎

演
技
部 

鈴
木
結
里

演
技
部 

杉
宮
匡
紀

演
技
部 

越
塚 

学

演
技
部 

森 

寧
々

文
学
座
公
演
　紀
伊
國
屋
書
店
提
携
　
後
援
＝
新
宿
区

作=

秋
元
松
代

演
出=

松
本
祐
子

5
月

29
日（
金
）〜

6
月

6
日（
土
）

新
宿
東
口  

紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル 1
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★映画・テレビ・ラジオの出演は 文学座 映画放送部 X（旧Twitter） @bungakuza_mg をご覧ください。

★乃村美絵：『ハリー・ポッターと呪いの
子』（J.K.ローリングオリジナルストーリー、
ジャック・ソーンオリジナルストーリー・脚
本、小田島恒志・小田島則子訳、ジョン・
ティファニー オリジナルストーリー・演出）
〜 2026年 6月末 TBS赤坂ACTシアター
★石田圭祐、櫻井章喜：ミュージカル

『GYPSY 』（スティーヴ ン・ソンドハイム作
詞、アーサー・ローレンツ脚本、高橋亜子
訳・訳詞、クリストファー・ラスコム演出）
6/5 ～7　刈谷市文化センターアイリス（愛

知）， 6/12～14　キャナルシティ劇場（福岡），
6/19 ～ 23　森ノ宮ピロティホール（大阪） 

★松岡依都美、山岡隆之介：『リア王』
（W・シェイクスピア作、小田島雄志訳、
長塚圭史演出） 6/5 ～7　愛知県芸術劇
場，6/11 ～ 14　梅田芸術劇場 シアター・ド
ラマシティ，6/19 ～ 21　J:COM 北九州芸
術劇場（福岡），6/25 ～ 27　岡山芸術創造

劇場 ハレノワ 
★常住富大：『ハムレット』（W・シェイク
スピア作、松岡和子訳、デヴィッド・ルヴォー
演出） 6/5 ～ 14　SkyシアターMBS（大

阪），6/20・21 名古屋文理大学文化フォー
ラム〔稲沢市民会館〕
★平体まひろ：『花よりタンゴ』（井上ひ
さし作、栗山民也演出） 6/5　東ソーア
リーナ（山形）， 6/13・14　トーサイクラシッ
クホール岩手〔岩手県民会館〕，6/20・21　
能登演劇堂，6/26～28　新歌舞伎座（大阪） 

★浅野雅博、星智也：『リチャード三世』
（W・シェイクスピア作、松岡和子訳、森
新太郎演出） 6/6・7 森ノ宮ピロティホー
ル（大阪）， 6/13・14　東海市芸術劇場（愛

知 ）， 6/20・21 久留米シティプラザ（福岡），
6/27 奥州市文化会館（岩手） 

★沢田冬樹：『喝采〜「イヴの総て」より〜』
（メアリー・オア原作、保坂磨理子訳、鈴木
孝宏 演出） 6/10・11　豊洲シビックセン

ターホール
★鬼頭典子：『四番目の人』（イ・ボラム作、
生田みゆき演出、沈

シム・ヂヨン

池娟 訳） 6/19 ～ 28　
「劇」小劇場（下北沢） 

★小野洋子：『 聖なる炎 』（サマセット・
モーム作、小田島創志訳、小笠原響演出）
7/1　たましんRISURUホール〔立川市
市民会館〕， 7/2 ～ 8/12　全国演鑑連（関

越、中部・北陸、静岡） 

☆栗田桃子、増岡裕子、sara：『マン
ザナ、わが町』（井上ひさし作、鵜山仁演
出）7/10 ～ 23　紀伊國屋サザンシアター
TAKASHIMAYA
☆文学座支持会、パートナーズ倶楽部

会員様の特別値引があります。
　詳細は文学座 TEL03-3351-7265

★平体まひろ：『 夢去りて、オルフェ』（清
水邦夫作、大河内直子演出）8/21 ～ 30　
東京芸術劇場シアターウエスト（池袋）

※特別先行予約　（受付期間 6/15 ～21）
https://eplus.jp/orpheus_hirataimahiro

  

ア
ト
リ
エ
短
信

■
訃
報　

藤
堂
陽
子　

演
技
部
の
藤
堂
陽
子
さ
ん

が
、
４
月
19
日
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
享
年
77
。

　

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。

１
９
７
３
年
に『
ム
ッ
シ
ュ

･
Ｓ
』（
寺
久
保
友
哉
作
）

で
初
舞
台
を
踏
み
、
文
学

座
を
中
心
に
舞
台
や
映
像
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

■
訃
報　

富
田
稔
英　

演
出
部
の
富
田
稔
英
さ
ん

が
、
４
月
22
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
73
。

　

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。
演
出
に
加
え
、
舞
台
監

督
、
舞
台
美
術
・
音
響
・
衣
裳
等
で
座
内
外
を
問
わ

ず
、
幅
広
く
活
躍
。
東
京
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
院
等
で

教
鞭
を
執
り
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

■「
み
ん
な
の
ア
ト
リ
エ
」の
ご
案
内

◇
７
月
18
日（
土
）～
21
日
（
火
）

◇
信
濃
町
・
文
学
座
ア
ト
リ
エ

※
詳
細
は
H
P
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
お
申
し
込
み	

６
月
８
日（
月
）11
時
〜

　

予
約
フ
ォ
ー
ム	

６
月
９
日（
火
）11
時
〜

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

 

０
３
・
３
３
５
１
・
７
２
６
５

　
（
10
～
18
時
／
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

■
附
属
演
劇
研
究
所 

研
修
科
発
表
会

　
『
キ
ル
』　

　

作
＝
野
田
秀
樹　

演
出
＝
小
林
勝
也

◇
６
月
26
日（
金
）
18
時
半 

Ⓐ

　
　
　

27
日（
土
）
13
時
半 

Ⓐ
／
18
時
半 

Ⓑ

　
　
　

28
日（
日
）
13
時
半 

Ⓑ

※
Ⓐ
と
Ⓑ
で
キ
ャ
ス
ト
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。

◇
信
濃
町
・
文
学
座
ア
ト
リ
エ

◇
料
金
＝
２
、０
０
０
円

　
（
要
予
約
・
全
席
指
定
・
当
日
精
算
・
消
費
税
込
）

◇
ご
予
約
開
始
＝
６
月
10
日（
水
）19
時
～

※
ご
予
約
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
自
主
企
画
の
ご
案
内

1
ト
ラ
イ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

細
川
洋
平
書
き
下
ろ
し

　
『
仮
衣
裳
の
ゴ
ー
ス
ト
（
仮
）』

　

作
＝
細
川
洋
平　

演
出
＝
西
本
由
香

◇
出
演
＝
廣
田
高
志
、
栗
田
桃
子
、
武
田
知
久
、

　

小
石
川
桃
子
、
河
野
顕
斗
、
松
尾
啓
希 

ほ
か

◇
８
月
２
日（
日
）
11
時
半
／
15
時

　
　
　

３
日（
月
）
19
時

◇
料
金
＝
２
、０
０
０
円

　
（
要
予
約
・
全
席
自
由
・
当
日
精
算
・
消
費
税
込
）

2
『
マ
リ
ア
の
首 

―
幻
に
長
崎
を
想
う
曲
―
』

　

作
＝
田
中
千
禾
夫　

演
出
＝
水
野
玲
子

◇
出
演
＝
大
原
康
裕
、
田
中
由
美
子
、
山
崎
美
貴
、

三
浦
純
子
、
上
川
路
啓
志
、
下
池
沙
知
、
相
川

　

春
樹
、キ
ク
チ
カ
ン
キ
、山
下
瑛
司
、鶴
田
し
げ
里

◇
８
月
３
日（
月
）
13
時

　
　
　

４
日（
火
）
18
時
半

　
　
　

５
日（
水
）
13
時
／
18
時
半

　
　
　

６
日（
木
）
13
時

　
　
　

７
日（
金
）
13
時
／
18
時
半

　
　
　

８
日（
土
）
13
時
／
18
時
半

　
　
　

９
日（
日
）
14
時 

※
９
日
午
前
中
に
長
崎
被
爆

体
験
者
交
流
証
言
講
話
開
催
予
定（
無
料
）

◇
料
金
＝
一
般
３
、８
０
０
円　

学
生
２
、０
０
０
円

　
（
要
予
約
・
全
席
自
由
・
当
日
精
算
・
消
費
税
込
）

※
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
経
由
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合
、事
前
振
込
も
可

◇
ご
予
約
開
始
＝
６
月
上
旬
予
定

◇
信
濃
町
・
文
学
座
ア
ト
リ
エ

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

 

０
３
・
３
３
５
１
・
７
２
６
５

　
（
11
～
17
時
／
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

出 演 情 報 ◎追加情報は文学座HPにて

8

■ 2026年 6月1日（毎月1日発行）■発行 〒160-0016 新宿区信濃町10 （株）文学座 ■文学座公式サイト https ://www.bungakuza.com ■定価120円（消費税込）■


